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１ 通訳案内士就業実態等調査の結果



実態把握に際しての調査の概要

１．調査概要

①調査対象 ： 通訳案内士、地域限定通訳案内士、特区ガイドの資格保有者として、地方公共団体に

登録されている者 （計１６，３７０名）

②調査方法 ： 郵送によるアンケートの配布・回収

③配 布 数 ： 【通訳案内士】 １１，４７７通 【地域限定通訳案内士】 ２３２通 【特区ガイド】 ６８通

④有効回答数： 【通訳案内士】 ６，７０５通 （回収率５８．４％）

【地域限定通訳案内士】 １７３通 （回収率７４．６％）

【特区ガイド】 ５０通 （回収率７３．５％）

⑤配布時期： 平成２５年１０～１１月

⑥回収時期： 平成２５年１１月末日

２．主な調査項目

①通訳案内士の就業実態 ④兼業者・未就業者の実態

②通訳案内士の稼働実態 ⑤業界団体への所属状況

③訪日外国人客の動向 ⑥研修・自己研鑽
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通訳案内士の年齢構成

○ 通訳案内士は、どの年代にも満遍なく分布している。

○ 地域限定通訳案内士に関しては、若い世代の資格取得者も比較的多くなっている。

1%

9%

23%

31%

24%

12%

通訳案内士[N=6682]

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

3%

16%

31%31%

17%

2%

地域限定案内士[N=173]

10代

20代

30代

40代
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60代

70代以上

10%
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8%

特区ガイド[N=49]

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上
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通訳案内士の登録地
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○ 通訳案内士の登録地は、都市部が中心（全体の約４分の３）。

○ 海外試験を実施し、海外在住者の資格取得に努めてきたが、その割合はわずか。

30.3%

13.1%

8.7%6.7%

5.7%

5.5%

3.9%

25.0%

1.0%

通訳案内士【N=17,736】

東 京

神奈川

大 阪

千 葉

兵 庫

埼 玉

京 都

地方部

海外在住者

（平成26年度4月1日時点登録者数）

22.7%

9.0%

7.9%

12.9%
11.6%

35.9%

地域限定通訳案内士【N=379】

北海道

岩 手

栃 木

静 岡

長 崎

沖 縄

（平成26年度4月1日時点登録者数）

12.4%

10.4%

6.6%

20.5%

1.5%

19.7%

28.9%

特区ガイド【N=395】

札幌

福島

泉佐野市

和歌山県

益田地区

九州

沖縄

（平成26年度9月1日時点登録者数）



○ 主な資格取得の動機としては、就業目的のほか、語学力の証明、転職に活かすなど、他の目的も多い。

○ 就業目的としての資格取得動機は、通訳案内士よりも、地域限定通訳案内士や特区ガイドの方が高い。

資格取得の動機
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就業者の勤務年数

○ 通訳案内士の勤務年数は、長い年数の勤続の割合がより多い傾向にある。

○ このため、通訳案内士の経験、ノウハウがより重視され、新規の参入が厳しい特性にあると考えられる。

8.1%

9.0%

7.4%

16.4%

22.4%

19.1%

17.6%

通訳案内士[N=1564]

１年以内

２年以内

３年以内

５年以内

10年以内

10年超

無回答
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○ 通訳案内士の資格取得者の４分の３が、その資格を活かしていない。

○ 活用している人も、その多くが他の仕事との兼業であり、専業は６％程度。

○ 地域限定通訳案内士の場合、通訳案内士よりは資格が活用されている。

資格取得者の活用状況

75.7%

18.1%

6.2%

通訳案内士[N=6441]

未就業

兼業

専業

59.0%

38.6%

2.4%
地域限定案内士[N=166]

未就業

兼業

専業

80.0%

13.3%

6.7%
特区ガイド[N=45]

未就業

兼業

専業
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○ 未就業の主な理由としては、収入や独立見込みが立たないなど、将来への不安によるもの。

○ 一方、資格を活用して就業したいと考える割合は、低いながらも３割程度あるため、今後、活用を図るため
には事業モデルの改善がポイントと想定される。

未就業の理由及び今後の就業意志

32.5%

52.6%

15.0%

通訳案内士[N=4846]

就業するつもり

どちらともいえな

い

就業するつもり

はない

未就業の理由 今後の就業意志
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○ 主な兼業先としては、通訳案内士の業務が語学を重用されるという性質上、通訳・翻訳、学校教職員、塾・
語学学校講師が多いが、主婦（夫）の割合も多い。

○ ただし、特区ガイドに関しては、語学を主たる業務としている者の割合は低い。

通訳案内士の兼業先

24.5%

24.5%

8.2%

4.1%2.0%

2.0%

2.0%

4.1%

28.6%

特区ガイド[N=49]
塾・語学学校講師

専業主婦（夫）

公務員・団体職員

観光レジャー施設勤務

通訳・翻訳業

旅行業

学校教職員

宿泊業

運輸業

観光関連の飲食・小売・製造業

学生

留学生

選択項目以外の民間企業

その他

16.6%

12.5%

10.6%

8.3%
5.7%

4.9%

1.0%0.6%

0.5%

0.4%

0.3%

16.9%

21.7%

通訳案内士[N=6442]

通訳・翻訳業

専業主婦（夫）

学校教職員

塾・語学学校講師

公務員・団体職員

旅行業

運輸業

学生

観光レジャー施設勤務

宿泊業

観光関連の飲食・小売・製造業

留学生

選択項目以外の民間企業

その他
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17.7%

16.5%

12.8%

10.4%

6.7%5.5%

1.2%
1.2%
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0.6%

0.6%

11.0%

15.2%

地域限定案内士[N=164] 通訳・翻訳業

学校教職員

専業主婦（夫）

塾・語学学校講師

公務員・団体職員

旅行業

観光レジャー施設勤務

運輸業

宿泊業

学生

観光関連の飲食・小売・製造業

留学生

選択項目以外の民間企業

その他



○ 通訳案内士の資格を活用して業務に従事している者の就業回数は、年間１０回以下が４割を占めており、
より一層の活用が求められる。

○ 地域限定通訳案内士、特区ガイドにおいては、より就業頻度が低い状況。

通訳案内士の実務従事頻度

2%

6%

10%

8%

14%

28%

11%

21%

通訳案内士[N=1564]

0回

1回

2～3回

4～5回

6～10回

11～100回

101回以上

無回答

3%

3%

24%

9%

25%

28%

1%
7%

地域限定案内士[N=68]

0回

1回

2～3回

4～5回

6～10回

11～100回

101回以上

無回答

11%

11%

23%

11%
11%

11%

22%

特区ガイド[N=9]

0回

1回

2～3回

4～5回

6～10回

11～100回

101回以上

無回答
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○ 就業者の年間就業日数は、３０日以下が半数以上を占めており、より一層の活用方策が求められる。

○ その傾向は、地域限定通訳案内士において特に顕著。

就業者の就業日数

32.8%

17.5%
8.1%

14.7%

5.2%

2.7%

0.6%

18.4%

通訳案内士[N=1564]

１～10日

11～30日

31～50日

51～ 100日

101～ 150日

151～ 200日

201日以上

無回答

52.9%
23.5%

4.4%

7.4%

1.5%

10.3% 地域限定案内士[N=68]

１～10日

11～30日

31～50日

51～ 100日

101～ 150日

151～ 200日

201日以上

無回答

33.3%

11.1%

11.1%

44.4%

特区ガイド[N=9]

１～10日

11～30日

31～50日

51～ 100日

101～ 150日

151～ 200日

201日以上

無回答
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○ 就業者の年収割合は、２００万以下が約半数を占める。ただし、この数字は事業・兼業の合計であるため、
それぞれ分けて分析を行う必要がある。

○ 収入ベースで見ると、地域限定通訳案内士、特区ガイドとなるに従い、より低くなる。

通訳案内業に関わる年収

2.9%

13.2%

30.1%

11.3%

7.2%
4.7%

4.0%

26.6%

通訳案内士[N=1564]

0万円

1～9万円

10～99万円

100～ 199万円

200～ 299万円

300～ 399万円

400万円以上

無回答

5.9%

16.2%

47.1%

7.4%

2.9%

1.5% 19.1%

地域限定案内士[N=68]

0万円

1～9万円

10～99万円

100～ 199万円

200～ 299万円

300～ 399万円

400万円以上

無回答

22.2%

44.4%

11.1%

22.2%

特区ガイド[N=9]

0万円

1～9万円

10～99万円

100～ 199万円

200～ 299万円

300～ 399万円

400万円以上

無回答

12



通訳案内の主な受注方法としては、旅行会社、団体、派遣会社からの紹介によるもので、自ら営業・受注して
いる割合は低い。

就業者の業務受注方法
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○ 通訳案内士は、ガイド業務を行うに当たり、案内士の資格だけでなく、旅程管理主任者、旅行業取扱管理者
等の関連する資格、検定を取得しており、接客マナーなど、試験でカバーされてない知識を研鑽している。

○ 実地研修については、７５％が参加しており、資格取得後のニーズが高い。

通訳案内士の自己研鑽

他の資格、検定等 研修受講
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通訳案内士は、他の資格と異なり、より個人の能力を活かして独自の営業をしている傾向にあり、団体への
所属率も４分の１程度と低く、行政として、実態把握や改善方策に関する意見交換等が難しい状況にある。

資格取得者の所属団体

23.7%

76.3%

通訳案内士[N=6407]

所属している

所属していない

522

329
224
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所属団体の内訳（人）

日本観光通訳協会

全日本通訳案内士連
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通訳ガイド＆コミュニ

ケーションスキル・スキ

ル研究会

日本文化体験交流塾

その他
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○ 試験に関する改善点として、回数や会場数といった受験機会の増加に対する要望が多いほか、資格の
レベル分けに対する要望も高い。

○ 特区ガイド取得からは、会場数やレベル分けに対する要望が特に高いが、これは全国で活動できる資格を
より容易に取得したいとの要望があるものと推測される。

試験に関する改善案

20.8 
19.6 18.8 18.5 17.9 

14.0 

7.7 

4.1 3.6 
2.4 

0

5

10

15

20

25

筆
記
試
験
に
つ
い
て
、
年
間
の
実
施
回
数
を

増
や
す

わ
か
ら
な
い

改
善
の
必
要
は
な
い

筆
記
試
験
に
つ
い
て
、
受
験
会
場
を
設
定
す

る
都
市
を
増
や
す

通
訳
案
内
士
資
格
に
複
数
の
レ
ベ
ル
（初
級
・

上
級
資
格
等
）を
設
け
る

そ
の
他

口
述
試
験
の
内
容
を
変
更
す
る

科
目
免
除
の
要
件
を
変
更
す
る

対
象
と
す
る
言
語
を
増
や
す

試
験
科
目
を
変
更
す
る

通訳案内士[N=6102]
25.3 24.7 

19.5 17.5 16.9 14.3 
7.1 

3.2 2.6 1.3 
0

10

20

30

筆
記
試
験
に
つ
い
て
、
年
間
の

実
施
回
数
を
増
や
す

筆
記
試
験
に
つ
い
て
、
受
験
会

場
を
設
定
す
る
都
市
を
増
や

す

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

通
訳
案
内
士
資
格
に
複
数
の
レ

ベ
ル
（初
級
・上
級
資
格
等
）を

設
け
る

改
善
の
必
要
は
な
い

科
目
免
除
の
要
件
を
変
更
す

る

口
述
試
験
の
内
容
を
変
更
す

る

試
験
科
目
を
変
更
す
る

対
象
と
す
る
言
語
を
増
や
す

地域限定案内士[N=154]

38.1 
33.3 31.0 28.6 

7.1 7.1 
2.4 2.4 0.0 0.0 

0

10

20

30

40

筆
記
試
験
に
つ
い
て
、
受
験

会
場
を
設
定
す
る
都
市
を

増
や
す

通
訳
案
内
士
資
格
に
複
数

の
レ
ベ
ル
（初
級
・上
級
資

格
等
）を
設
け
る

筆
記
試
験
に
つ
い
て
、
年
間

の
実
施
回
数
を
増
や
す

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

改
善
の
必
要
は
な
い

対
象
と
す
る
言
語
を
増
や

す

科
目
免
除
の
要
件
を
変
更

す
る

口
述
試
験
の
内
容
を
変
更

す
る

試
験
科
目
を
変
更
す
る

特区ガイド[N=42]

（％） （％）

（％）

16



２ 通訳案内士試験の受験者に対する
アンケート調査結果



調査の概要

１．調査概要

① 調査対象 ： 通訳案内士、地域限定通訳案内士試験の受験者

② 調査方法 ： 試験各会場においての配布回収

③ 配 布 数 ： 【通訳案内士（本会場）】 ６，９７０通 【通訳案内士（準会場） ７５通】

【地域限定通訳案内士】 １５３通

④ 有効回答数： 【通訳案内士（本会場）】 ４，０９０通 （回収率 ５８．６％）

【通訳案内士（準会場】 ７０通 （回収率 ９３．３％）

【地域限定通訳案内士】 １１０通 （回収率 ７１．８％）

⑤ 配布回収日： 平成２６年８月２４日（日） （一次試験実施日）

２．主な調査項目

①受験者の属性 ④受験動機

②受験者の選択科目 ⑤試験の内容等について

③受験免除科目利用状況
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本年度の受験者の選択言語

○ 一般会場での選択言語は、英語が大半を占めるが、準会場や地域限定試験においては約半数が中国語
である等、より需給に沿ったものとなった。

○ ただし、韓国語については選択割合が低く、今後の受験機会の拡大が必要。

73.0%

4.4%

3.4%

1.5%
9.6%

1.1%

1.2% 1.4%

3.1% 0.5% 0.9%

通訳案内（一般会場）[N=4090]

英語

フランス語

スペイン語

ドイツ語

中国語

イタリア語

ポルトガル語

ロシア語

韓国語

タイ語

無回答

47.3%

42.7%

3.6%

6.4%
地域限定[N=110]

英語

ドイツ語

中国語

イタリア語

ポルトガル語

ロシア語

韓国語

タイ語

無回答

37.1%

2.9%

1.4%

47.1%

1.4%
10.0%

通訳案内士（準会場）[N=70]

英語

フランス語

スペイン語

ドイツ語

中国語

イタリア語

ポルトガル語

ロシア語

韓国語

タイ語

無回答
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筆記試験免除規定の活用状況

○ 英語は、英検、ＴＯＥＩＣによる免除者が４７．１％を占めているが、他の科目は免除者の割合が低い。

○ 今後、英語以外の言語の資格取得者を増加させるためには、他の検定等の活用も有力な方策の一つで
あるが、国家資格である通訳案内試験の免除として資するものがあるか、今後精査する必要がある。

988

374

1729

英語[N=3091]

英検１級

ＴＯＥＩＣ

その他（一般受験、前

年度科目合格）

34 8 2
3

1121

その他言語[N=1168]

実用フランス語技能検定

試験

ドイツ語技能検定試験

中国語検定試験

「ハングル」能力検定試験

その他（一般受験、前年度

科目合格）

150 17

3871

地理[N=4270]

旅行業取

扱管理者

地理能力

検定

その他

（一般受

験、前年

度科目合

格）

49 69

4152

歴史[N=4270]

歴史能力

検定日本

史

大学入試

センター

試験日本

史

その他

（一般受

験、前年

度科目合

格）

15

4255

一般常識[N=4270]

センター試験「現代社

会」

その他（一般受験、前

年度科目合格）

（人）

（人） （人）

（人）

（人）
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